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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

川内川河川事務所



危機管理型水位計の設置

川の水位情報 で検索

川内川

川内川付近をアップ

薩摩川内市、さつま町内の水位計は、
6月5日より公開予定
（設置が完了していない箇所は、
設置後に公開されます）

水位を確認したい
箇所のアイコンをクリック

スマートフォンでも確認できます

堤防高さからの水位表示も確認できます（場所によっては未表示箇所もあり）

※令和元年６月１日からアクセスできます
（https://k.river.go.jp）

確認したい箇所の水位を
確認することができます。
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https://k.river.go.jp/


危機管理型水位計の設置

川内川管内設置箇所
薩摩川内市：１４箇所
さつま町 ： ７箇所
伊佐市 ：１１箇所
湧水町 ：１１箇所
えびの市 ： ７箇所

計 ５０箇所
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【危機管理型水位計】

洪水時の水位観測に特化した低コストの水位計。これまで水位計が無かった
地先レベルの水位を把握することが可能となる。



簡易型河川監視カメラの設置
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■仕様

■目的
○既設のCCTVカメラでは、確認できない危険箇所の把握や水位計周辺の河川状況を監視し、避難勧告等
の通知や住民の避難に役立つ情報の提供を行うことを目的とする。
（川の水位情報 https://k.river.go.jp にて公開予定）

■設置条件

■設置状況

○各氾濫ブロック毎の氾濫危険箇所のうち、既設CCTVカメラで監視できない
箇所に設置。

簡易型河川監視カメラ

ソーラーパネル

設置対象箇所 ： 全24箇所
設置完了箇所： 21箇所
設置予定箇所： 3箇所

低コストでの監視装置を実現
・ソーラーパネル・バッテリーによる電源供給
・無線機によるデータ送信

バッテリー

■位置図

川の水位情報 https://k.river.go.jp

● 簡易型河川監視カメラ設置箇所

簡易型河川監視カメラの設置
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水害リスクラインによる水位情報の提供

概ね２００ｍごとに計算した水位と、堤防の高さとの比較した危険度を表示する「水害リスク
ライン」により、災害の切迫感をわかりやすく伝える取組を推進

現行の洪水予報・危険度の表示 水害リスクラインを活用した洪水予報・危険度の表示

観測所水位
（ポップアップ）

観測所水位
（ポップアップ）

浸水想定区域図
（スクロール拡大）

カメラ画像
（ポップアップ）

水位観測所の水位で代表して、
一連区間の危険度を表示

左右岸別、上下流連続的に地先ごとの危険度を表示
表示イメージ
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 川内川では、自ら判断して避難することができる人材育成を目的とした水防災河川学習を小学校において推進中。
 平成２４年度からさつま町において「水防災河川学習プログラム」の開発を進め、平成２６年度から町内の全小学校（９校）で本プロ

グラムを用いた教育課程に基づく授業を開始。
 平成２８年度から薩摩川内市においても、８校で試行授業の取組を実施しており、平成３１年度より薩摩川内市内の全小学校（２７

校）の授業にて活用していただくこととしている。
 伊佐市においても、全１４校の内、３校を指定校として平成３１年度より活用していただくこととしている。
 湧水町からは、全小学校（５校）で実施してはどうかと提案頂き、R1.10.2校長研修会にて説明を実施。

小学校５年生理科「流れる水のはたらき」
の授業の様子

（さつま町立盈進小学校 H25.10）

小学校５年生理科「台風と天気の変化」
の授業の様子

（薩摩川内市立東郷小学校 H28.10）小学校５年生社会科「自然災害を防ぐ」の
授業の様子（さつま町立盈進小学校 H29.2）

川内川水防災河川学習プログラムの活用について
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○川内川では、薩摩川内市の小学校にも順次拡大し、８校で取り組んでおります。



川内川水防災河川学習プログラムの活用について

川内川水防災河川学習プログラムの普及活動

薩摩川内市 校長研修会（H31.4.12）
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伊佐市 菱刈小学校（H31.3.13）

湧水町 校長研修会（R1.10.2）

 新学習指導要領（H29.3公示）に基づき、令

和２年度より小学校にて全面実施され、教科
書の内容が変更となる。

 そのため、「川内川水防災学習プログラムに
おいても、新しい教科書の内容に合わせて、
現在、プログラムの改訂作業中。

 今後、各市町の教育委員会等による改訂検
討会を開催し、作成予定。
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Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

鶴田ダム管理所



鶴田ダム放流時の住民への周知（1/2）

12

情報表示板による案内

鶴田ダム管理
所よりダムの操
作に関するお知
らせです。

放流警報局による放送、サイレン

警報車による巡視、放送

上記手順を順次行いながらダムからの放流を実施

関係機関（役場等）

FAX

通知

鶴田ダム管理所

神子警報所

前田警報所

柏原警報所

神子放流警報表示板

柏原放流警報表示板

柏原橋放流警報表示板（２）

餅坂放流警報所

屋地警報所

園田警報所

城之口警報所

川口警報所

宮都大橋放流警報表示板（２）

虎居放流警報表示板

船木警報所

山ノ口警報所

須杭警報所

石橋警報所

山崎放流警報表示板

後ヶ原警報所

南瀬警報所 久住放流警報表示板

一瀬警報所 南瀬放流警報表示板

倉野警報所

上水流警報所

司野警報所

上水流放流警報表示板

大小路警報所

東郷警報所

鳥山警報所

天辰警報所

白浜警報所

池平警報所

轟の瀬放流警報表示板（２）

：警報所（全２５箇所）

：情報表示板（全１０箇所）



13

鶴田ダム放流時の住民への周知（2/2）

○鶴田ダムから放流を行う場合は、サイレンを吹鳴します。
○サイレンは、ダムから放流開始する約１時間前と異常洪水時防災操作を行う
約１時間前に吹鳴します。

○特に異常洪水時防災操作を行う場合は、通常時のサイレンに加え、最初に
半鐘音が鳴ります。

１ 分

吹 鳴
休止
１５秒

休止
１５秒

１ 分

吹 鳴

１ 分

吹 鳴

【ダムから放流する時のサイレン】

【異常洪水時防災操作時にダムから放流する時のサイレン】

１ 分

吹 鳴

１ 分

吹 鳴半 鐘 音

１ 分 １ 分

吹 鳴
休止
１５秒

休止
１５秒



：R１年度より報道機関（鹿児島県内のTV局、薩摩川内市内FMラジオ局、新聞社）へ情報提供します。

報道機関への情報提供（放流通知文）
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放流通知文の名称 通知（又は情報提供）を行う時期

鶴田ダム洪水警戒体制の通知 大雨洪水注意報又は大雨洪水警報発令時

鶴田ダム放流開始の通知 ダムからゲート放流を開始する時

鶴田ダム放流量増加による急激な河川水位上昇の通知 ダムからの放流量を急激に増加させる時

鶴田ダム防災操作（洪水調節）開始の情報 ダムへの流入量が600m3/sに達し、防災操作（洪水貯留）を開始した時

鶴田ダム防災操作（洪水調節）状況の情報 防災操作（洪水貯留）が長時間に渡っている時

【重要情報】異常洪水時防災操作　○　時間前 異常洪水時防災操作へ移行する可能性がある○時間前

【重要通知】異常洪水時防災操作　３　時間前 異常洪水時防災操作を開始する３時間前

【重要通知】異常洪水時防災操作　１　時間前 異常洪水時防災操作を開始する１時間前

【重要通知】異常洪水時防災操作　開始 異常洪水時防災操作を開始した時

鶴田ダム異常洪水時防災操作　終了 異常洪水時防災操作を終了した時

鶴田ダム放流停止の情報 ダムからの放流を停止した時

鶴田ダム洪水警戒体制解除の情報 洪水警戒体制を解除した時



放流通知文の関係機関送付先

※「洪水警戒体制に入る場合」及び「洪水警戒体制を解除する場合」は除く

さつま町役場

薩摩川内市役所

薩摩川内市役所 樋脇支所

薩摩川内市役所 東郷支所

鹿児島県 北薩地域振興局

さつま警察署

薩摩川内警察署

電源開発(株) 南九州電力所

川内川河川事務所

九州地方整備局

（一財）河川情報センター

※さつま町消防本部

※薩摩川内市消防局

※九州電力(株) 鹿児島電力センター
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【参考】放流通知文（異常洪水時防災操作）
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鹿児島地方気象台



防災知識・意識向上のための普及啓発 ～子どもが自ら命を守る～

洪水等による災害の知識や身を守るための方法及び気象庁が発表する警報・注意報等についてレク
チャーを行った後、参加者がグループワークで「経験したことのない大雨」に対する準備や避難行動
等について話し合い、その結果を発表して共有し、「大雨から命を守るために自らの判断で行動をと
ることができる」等の防災力向上を目的として実施。

湧水町立栗野小学校（R1.10.18）34名、薩摩川内市立東郷学園義務教育学校（R1.10.30）50名

レクチャー

18グループワーク 発表
発表後の解説



宮崎地方気象台



〇ＨＰ等にて発信している防災情報の充実

【取組概要】
〇防災気象情報の改善として、「警報級の可能性」、「大雨警報（浸水害）の危険度分布」等をスマー

トフォン版ホームページを利用推進中です。
〇「大雨警報（浸水害）の危険度分布」は、ホームページ（PC版）で提供開始しており、GPS機能を利用

しスマートフォンからも使い易くしました。
〇火山（霧島山関連）情報も確認しやすい画面としました。

気象台のホームページの中から、天
気予報・アメダスや、災害時にご覧いた
だくことの多い気象情報や大雨・洪水の
危険度分布、霧島山の火山情報などを
コンパクトにまとめました。

ＱＲコード
ご利用ください。 20



鹿児島県



ソフト対策の推進 鹿児島県

○鹿児島県では，令和元年度までに，すべての洪水予報河川及び水位周知河川（12水系19河川）に
ついて，洪水浸水想定区域を指定している。

○また，県管理河川の過去の浸水実績等について，県HPで公表している。

●鹿児島県内の洪水浸水想定区域指定状況 ○ 県管理河川の浸水実績については，Ｓ４０年から
Ｒ１年まで市町村ごとに，合計２０４河川分を掲載し
ている。（令和２年４月現在）

ホーム > 社会基盤 > 河川・砂防 > 水防
> 過去の浸水記録～浸水実績～

(鹿児島県HP 過去の浸水実績)
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川内川水系 危機管理型水位計に関する整備計画 位置図

位置図

平佐川

樋渡川

高城川

麦之浦川

八間川

前川隈之城川

穴川

樋脇川

久富木川

泊野川

夜星川

海老川

大山口川

羽月川牛尾川

白木川

平出水川

小倉川

針持川

市山川

重留川

樋脇川
凡例

：既設水位計設置所
：危機管理型水位計設置箇所（１６箇所）

鹿児島県
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宮崎県



取組（２）情報伝達のための環境づくり推進
「危機管理型水位計の設置」

・洪水に特化した低コストの水位計（危機管理型水位計）を設置し、近隣住民の避難を支援
・川内川水系の県管理河川では、危機管理型水位計を３河川３箇所に設置。 宮崎県

長江川（簡易型河川監視カメラ）

川内川水系 危機管理型水位計及び簡易型河川監視カメラ整備計画 位置図
宮崎県小林土木事務所

西境川（危機管理型水位計）

溝添川（危機管理型水位計）

稲荷川（危機管理型水位計）
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・宮崎県では、不動産関係団体が実施する研修会において、県河川課職員が講師となり、「水害リスクに関する情報の解説」に係る講習会を
実施した。（令和元年8～9月に計４回開催。参加企業は613社）。

・講習会では、近年の豪雨災害の発生状況や、想定最大規模の降雨に係る洪水浸水想定区域図の入手方法、区域図に表示された水害リスク
の見方等を詳しく解説し、宅地や建物の売買の際には、相手方へ水害リスク情報を周知いただくよう、協力を依頼した。

・今後とも、不動産関係団体と連携しながら、住民に対する地域の水害リスクの周知に取り組んでいく。

一般社団法人 宮崎県宅地建物取引業協会
公益社団法人 全国宅地建物取引業保証協会

１ 住民自らの避難行動や企業の防災対応を促すための取組取組
「不動産関係団体の研修会等の場における水害リスクに関する情報の解説」 宮崎県

法定研修会 県南支部（R1.9.10）参加企業154社

県央支部（R1.9.12）参加企業255社

県北支部（R1.9.11）参加企業127社

水害リスクに関する情報の解説 説明資料（抜粋）

公益社団法人不動産保証協会宮崎県本部
（共催：全日本不動産協会宮崎県本部）

法定講習会 （R1.8.6）
参加企業 77社

洪水浸水想定区域図の入手方法を解説

浸水想定区域図に表示された水害リスクを解説26



２ 的確な防災活動のための取組
➀水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する事項
（訓練・演習の実施）

■宮崎県では、毎年出水期前に土木事務所単位で防災対策会議及び防災訓練を実施している。
☆目的
・管内市町村、関係団体等の連携を密にし、連絡体制の確認・強化や管内危険箇所・重要施設箇
所などの情報共有を図る。

・災害発生時の対応を実際に行うことにより、課題を抽出するとともに対応の習得を図る。

（写真）

防災会議の様子

H30.5.22実施

（写真）

防災訓練の様子

H30.5.23実施

■Ｈ３１年度 防災訓練の実施状況
１訓練日時 平成31年5月20日 １３：００～１６：００
２参加者 小林土木事務所22名、建設業協会9名、測量業協会8名、舗装業協会1名、法面保護協会

1名 合計 41名
３総括
・台風直撃等による土砂災害を想定し、タイムライン基づき県と各市町においてホットラインを実施。
・道路法面の崩壊を想定し、仮設土のう積み作業や被災法面のドローンを活用した調査を実施。
・大規模災害を想定し、大規模災害協定書に基づいて災害箇所の調査を実施。

（写真）

防災訓練の様子

H30.5.23実施

大規模災害協定１情報伝達

小林土木事務所

大規模災害協定２

27



薩摩川内市



平成３０年度 総合水防演習

※ 平成３１年度（令和元年度）については、６月２日（日）に総合防災訓練を予定していたが、
不発弾が発見されたことにより、安全化処理に向けた業務との平衡実施が不可能であると
判断し、中止することとなった。
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さつま町



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

〇町内一斉防災訓練・点検の実施
【取り組みの内容】
自主防災組織・公民会単位での防災訓練につきましては，平成１９年度から毎年実施していただいております。本年度は５月３１日

（日）を「町内一斉防災訓練の日」として下記のとおり行いましたが，新型コロナウイルス感染予防のため，規模を縮小しての実施とな
りました。

取り組み内容は，各団体にお任せしてありますが，事前に「自主防災組織等の訓練内容（例）」を配布し，各公民会・自主防災組織等
での情報伝達訓練を中心に実施していただきました。 （※写真については，令和元年度分）
防災訓練終了後，町消防団，警察署等の協力をいただき，町内一斉防災点検（危険箇所点検）も実施しております。

公民館での避難人員確認状況
（湯田下公民会）

【当日のスケジュール】

○午前７時３０分～ 町長のメッセージ

同時に災害対策本部招集訓練，避難所開設訓練（伝達
のみ）を開始

○午前８時～ ｢サイレン吹鳴｣及び｢防災訓練に伴う避難
勧告｣の広報。鶴田ダム放流警報設備へ，町内全域に避難
勧告（訓練）が発令された旨の表示を依頼。

（以下，自主防災組織等の訓練例）

①情報収集・伝達訓練 ②消火訓練 ③救出・救護訓練

④避難訓練 ⑤避難行動要支援者避難行動支援

○午前１０時 防災訓練の終了

※訓練終了後，防災点検を実施。（町内５００箇所を消防
団（２２分団）で点検）

避難行動状況
（麓公民会）

公民館での避難人員確認状況
（折小野公民会）

防災備品の確認状況
（船木下公民会）
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伊佐市



〇伊佐市総合防災訓練の実施

【取り組みの内容】
伊佐市においては、９月１日（日）に総合防災訓練を行いました。
訓練内容については、事前に各校区コミュニティの会長さんに説明を行ない、各校区の地域に応じた訓練を実施していただきました。

【当日のスケジュール】

○午前７時４５分～ 「避難準備高齢者等避難開始」発令

市職員から自治会長へ連絡

登録制メールの配信

○午前８時～ 「避難勧告」発令及び「サイレン吹鳴」

市職員から自治会長へ連絡

登録制メール及び緊急速報メール配信

（以下，自主防災組織等の訓練例）

①情報伝達訓練 ②避難訓練 ③初期消火訓練

④危険箇所・消火水利等の確認 ⑤給食・給水訓練

⑥救急救命講習訓練

○午後０時 防災訓練の終了
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避難経路・危険個所の確認状況

緊急救命講習訓練の状況



えびの市



○防災ハザードマップの作成・配布

・令和元年度に、宮崎県が指定した土砂災害警戒区域・特別警戒区域や、新たに公表された洪水浸水想定区域図を基に、『えび
の市防災ハザードマップ』の作成を行い、市内全世帯へ配布を行った。

ハザードマップの概要

１）対象範囲：えびの市全域（総数で１０，０００部作成）
市内を４つの校区に区割りして作成

２）地図面の記載内容
想定最大規模の洪水浸水想定区域
土砂災害警戒区域、土砂災害特別警戒区域
指定避難所、指定避難場所等
書き込み可能な地図面で、防災学習に活用

３）情報面の記載内容
防災情報の入手先、避難の心得、
非常時持ち出しチェック表等

【国】
・川内川水系川内川及び長江川の洪水浸水想定区域図（想定最大規模の降雨） 〔平成２８年６月公表〕

【県】
・川内川水系長江川の洪水浸水想定区域図（想定最大規模の降雨） 〔令和元年度公表〕
・土砂災害警戒区域等の指定

【えびの市】
・令和元年度、現行の防災マップを見直し、新たに防災ハザードマップを作成・配布
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